
別紙様式１　事業計画

生活基盤施設耐震化等事業計画 平成27年６月19日

奥州市水道事業水道広域化施設整備

　　計画の成果目標（定量的指標）

奥州市内における配水池耐震施設率の向上（Ｈ27年度：80.8％　→　平成31年度：86.2％）
奥州市内における基幹管路の耐震化率の向上（Ｈ27年度：20.2％　→　平成31年度：22.7％）

（H27年度当初） （H29年度末） （H31年度末）

Ａ　水道施設等耐震化事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別

合計

Ｂ　水道事業運営基盤強化推進等事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別

1 水道 一般 奥州市 1,768,413 503,103

合計

Ｃ　官民連携等基盤強化支援事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別

合計

事業者 事業名 事業内容

事業名 事業内容

奥州市水道事業水道広域化施設整備 受水施設等の整備

備考

備考

備考
全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円）市町村名

市町村名
全体事業費
（千円）

奥州市

交付対象事業

事業主体 事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（千円）

事業主体

22.7%

全体交付額
（千円）

Ｂ

1,768,413千円 Ｃ 千円

503,103千円

全体交付額
（千円）

Ｃ

配水池耐震施設率（％）：耐震対策の施されている配水池容量/配水池総容量 80.8% 84.6% 86.2%

基幹管路の耐震化率（％）：基幹管路耐震管延長/基幹管路総延長

全体交付額
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

503,103千円 Ａ 千円 千円

全体事業費
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

1,768,413千円 Ａ 千円 Ｂ

22.7%20.2%

計画の名称

計画の期間 平成27年度～平成31年度（５年間） 交付対象 奥州市

計画の目標

既存自己水源の取水能力低下や施設の経年劣化により必要な水量を得ることが困難であることから、胆江広域水道用水供給事業の用水供給に合わせ受水施設等の整備を進め、安心・安定した水道水を持続的に供
給することを目的とする。（事業最終年度は平成35年度）

定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値
　　定量的指標の定義及び算定式


